










一九三〇年、 朝鮮京城 （現韓国・ソウル） 生まれ。北海道大学工学部冶金工学科卒業。札幌の静修高、啓北商定時制・開成高で理科や数学を教えるかたわら、 演劇部の指導に没入。 「オホーツクのわらすっこ」 「水仙月の四日」 「大きな木」の三本（作・演出）で全国優勝。現在も札幌の劇団「青の会」と「森の会」で座付き作家、もっぱら北海道に根ざした脚本を書き続ける（演出も） 。 「オホーツクの女」は「青の会」旗揚げ公演として、一九六六年に発表。北海道文化賞・札幌芸術賞受賞。
鈴木喜三夫 すずき・きみお）




一九三八年生まれ。一九六三 、劇団新劇場に入団。俳優・演出のかたわら、北海道演集団副理事長、教文演劇セミナー専任講師、北の元気舞台選考委員等を歴任。俳優としての仕事は「森は生きている」 、 「この武器を敵 わたすな」 、 「おりん口伝」 、 「イルクーツク物語」 、 「霰」 、 「オホーツクの女」 、「からゆきさん」 、 「２００１年～夕張」 、 「父と
暮らせば」 、 「フユヒコ」 。演出としての仕事は「流氷の海に女工節が聴える」 、 「放浪記」 、 「授業」 、 「木に花咲く」 、 「霰」 、「江別あだ花六軒町」 、 「ゴジラ」 、 「岬を駆ける女」 、 「宮城野」 、 「キネマの天地」 、 「ら抜きの殺意
｣ 、 「高き彼物」 。今年は井上ひさし作品を
二本予定している。
菅村敬次郎（すがむら・けいじろう）




















一九九四年中央大学校演劇学科を卒業後、俳優として活動。一九九九年から二〇〇四年まで安養芸術高等学校演劇映画科で を指導。二〇〇四年中央大大学院で「舞台話術 ため前段階訓練方法研究」で修士 位を取得し、二〇〇六年に『舞台話術』を出版。二〇〇七年には 『俳優のための話術と 技』 を出版し 。歌手Ｒａｉｎ（ピ）やタレントのイワンなどの演技指導を行い、現在は中央 、ソウル芸術大学などで呼吸と発声・話 ・演技 講義しながら、演劇および映画分野で俳優として活動している。
堀田充規
( ほりた・あつみ）
大阪芸術大学助教授大阪芸術大学舞台芸術学科舞台制作専攻卒業、田中照三、板阪晋治に師事、舞台美術デザインを学ぶ。在学中に舞台テレビ美術家協会主催のデザインコンペ 入選、舞台 を志す。卒業後、副手として研究室に勤務し、舞台美術家として活動を始めるが、後に専任講師となり現職に至る 舞台美術家協会西日本支部理事、プラハ・カドリエンナーレ委員、演劇学会幹事
岸田真（きしだ・しん）



















































㈱ステージプランニング・ＫＡＴＳＵＭＩ一九六四年小樽市役所、市民会館勤務。九五年小樽マリンホール、 オープンと同時に当ホールと市民会館を兼務辞令にて二館を管理業務二〇〇三年小樽市役所退職。〇四年に後志地方になかった舞台制作会社ステージプ ンニングＫＡＴＳＵＭＩを創立。取締 。 役所に現職の時から、社団法人日本照明家協会会員。 在、協会理事。
五ノ井浩（ごのい・ひろし）㈱ほりぞんとあーと





一九七六年（昭和五十一年） 、舞台照明家、新村訓平氏に弟子入り、舞台照明を学ぶ。八二年（昭和五十七年） 、㈱ライズ（代表新村訓平氏、舞台照明を軸とする舞台スタッフの会社）の設立に参画。主として、演劇の照明を手掛けるも、一九九三年（平成五年） 、退社してフリーとなり 現在に至る。現在、日本照明家協会会員、北劇空間映像美術協会会員。
藤原得代（ふじわら・とくよ）












北翔大学短期大学部講師札幌市生まれ 在日韓国人。幼少時代にバレエ、日本舞踊、韓国舞踊を習う。大 では英文学を専攻し、シェイクスピア劇 に関心を持つも、韓国・ソウルの梨花女子大学大院では韓国舞踊を実践・理論面において び、現在は本学の舞台芸術系で、舞踊芸術、身体表 などを担当する。
森井綾（もりい・りょう）
北翔大学生涯学習システム学部講師一九八八年北海道教育大 札幌分校卒業 以降フリーでデザイン業・デジタルコンテンツを中心にディレクターを営む。九五年㈱アドビデオ北海道入社。二〇〇〇年四月㈱アドビデオ北海道退職。〇六年から本学講師。
